
いちごドリルプリント

物質の性質 名前

問1 実験室において、二酸化炭素を水上置換法で集めることが可能な理由を、物質の性質と関連付けて説明したものとして、最も適切なものはどれ
ですか。 （2023年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 二酸化炭素は空気よりも密度が大
きく、水面に浮きやすいため。

2. 二酸化炭素は非常に水に溶けやす
く、水に溶けることで体積が減少す
るため。

3. 二酸化炭素は水と反応して、激し
く熱を出す性質があるため。

4. 二酸化炭素は水に溶けにくいか、
あるいは少し溶ける程度の性質であ
るため。

問2 水を入れた試験管にポリエチレン（PE）の片とポリエチレンテレフタラート（PET）の片を入れたところ、ポリエチレンは水に浮き、ポリエチ
レンテレフタラートは水に沈みました。この結果から判断できることとして最も適切なものはどれですか。 （2026年 熊本県公立入試 類似）

1. ポリエチレンとポリエチレンテレ
フタラートの密度は、どちらも水よ
り小さい。

2. ポリエチレンの密度は水より大き
く、ポリエチレンテレフタラートの
密度は水より小さい。

3. ポリエチレンとポリエチレンテレ
フタラートの密度は、どちらも水よ
り大きい。

4. ポリエチレンの密度は水より小さ
く、ポリエチレンテレフタラートの
密度は水より大きい。

問3 物質の性質を調べる際に用いられる「密度」の定義として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年 長野県公立入試 類似）

1. 物質の単位体積（1cm³）あたり
の質量

2. 物質が水に浮くか沈むかを決める
体積の合計

3. 水溶液100gの中に溶けている溶
質の質量

4.
物質の単位質量（1g）あたりの体積

問4 駒込ピペットを用いて試薬を吸い上げる際の手順と持ち方について、正しい操作の説明はどれですか。 （2017年 秋田県公立入試 類似）

1. 液体に入れる前にゴム球を押して
空気を追い出し、液中に入れてから
指をゆるめて吸い込み、手のひら全
体でゴム球を包み込むようにして持
つ。

2. ピペットの先を液体に入れた後に
ゴム球を押して空気を追い出し、指
をゆるめて吸い込み、親指と人差し
指でゴム球のふくらんだ部分をはさ
んで持つ。

3. 液体に入れる前にゴム球を押して
空気を追い出し、液中に入れてから
指をゆるめて吸い込み、親指と人差
し指でゴム球のふくらんだ部分をは
さんで持つ。

4. ピペットの先を液体に入れた後に
ゴム球を押して空気を追い出し、指
をゆるめて吸い込み、手のひら全体
でゴム球を包み込むようにして持つ
。

問5 ある物質を70℃の水に限界まで溶かした水溶液を用意し、これを50℃までゆっくり冷却したところ、ビーカーの底に規則正しい形をした固体が
現れた。このように、冷却によって固体を取り出すことができるのは、物質にどのような性質があるためか。 （2019年 沖縄県公立入試 類似）

1. 温度が変化しても、溶質が溶媒の
中に均一に広がる性質

2. 温度が低くなるほど、水に溶ける
最大量が小さくなる性質

3. 温度が低くなるほど、液体の質量
が減少する性質

4. 温度が高くなるほど、液体の蒸発
が促進される性質

問6 混合物を加熱して沸騰させ、発生した気体を冷却することによって、ふたたび液体として取り出す分離操作を何といいますか。 （2019年

東京都公立入試 類似）

1. 蒸留 2. ろ過 3. 再結晶 4. 昇華

問7 溶解度と飽和水溶液の関係について述べた次の文のうち、科学的に正しいものはどれか。 （2022年 福島県公立入試 類似）

1. 溶解度は、溶かす溶質の量に関係
なく、水の温度を上げればどのよう
な物質でも必ず小さくなる。

2. 溶解度とは、溶液100gの中に溶
けている溶質の質量をパーセントで
表した数値のことである。

3. 物質を水に溶かして飽和水溶液に
すると、溶媒の質量を増やしてもそ
れ以上溶質が溶けることはない。

4. 飽和水溶液において、溶媒である
水100gに溶けている溶質の質量（g
）の数値が、その温度におけるその
物質の溶解度である。

問8 一定量の水に物質を溶かした水溶液を冷却した際に、固体（結晶）が析出してくる理由として最も適切な説明はどれですか。 （2019年 秋田県公立入試

類似）

1. 冷却によって水の質量が減少し、
溶質を溶かしておくことができなく
なるため。

2. 冷却によって溶質の粒子が互いに
結びつきやすくなり、溶解度が急激
に上昇するため。

3. 冷却によって水溶液の密度が変化
し、溶質が水分子を押し出すように
して外へ出るため。

4. 冷却によって物質の溶解度が小さ
くなり、溶けていられる限界の質量
が溶質の質量を下回るため。

問9 水とエタノールの混合物を加熱した際、沸点の低いエタノールが主に沸騰している間も、純粋な物質の沸騰とは異なり、温度がわずかに上昇し
続ける理由として最も適切なものはどれですか。 （2023年 三重県公立入試 類似）

1. エタノールが沸騰する際に周囲か
ら吸収する熱量よりも、ガスバーナ
ーなどの加熱器具から供給される熱
量の方が大きいため。

2. エタノールが蒸発するにつれて、
残された液体の中の水の割合が大き
くなり、混合物全体の沸点が徐々に
上昇していくため。

3. 混合物の中では水分子がエタノー
ル分子の蒸発を妨げるため、エタノ
ールを沸騰させるのに必要なエネル
ギーが加熱時間とともに増大するた
め。

4. 加熱を続けることによって、混合
液の中で化学反応が起こり、もとの
物質よりも沸点が高い新しい物質が
生成されるため。

問10 温度が80℃で、全体の質量が300gの水溶液があります。この中に溶質が100g溶けているとき、この水溶液の質量パーセント濃度は何％ですか
。小数第一位を四捨五入して整数で求めなさい。 （2018年 福島県公立入試 類似）

1. 33％ 2. 12％ 3. 34％ 4. 33.3％

問11 密度が2.7g/cm³であるアルミニウムを用いて、一辺の長さが2.0cmの正六面体（立方体）を作った。このアルミニウムの塊の質量は何gになる
か。計算した結果として正しいものを選択しなさい。 （2025年 沖縄県公立入試 類似）

1. 5.4g 2. 21.6g 3. 10.8g 4. 27.0g

問12 硝酸カリウムの水100gに対する溶解度は、70℃で138g、20℃で32gです。70℃の水100gに硝酸カリウムを溶かして飽和水溶液を作ったとき
、この飽和水溶液の質量は何gになりますか。 （2026年 山口県公立入試 類似）

1. 138g 2. 100g 3. 238g 4. 32g

問13 石灰岩のかけらにうすい塩酸を数滴かけたところ、気体が発生して石灰岩が溶ける様子が観察されました。このとき発生した気体の名称として
正しいものを答えなさい。 （2023年 佐賀県公立入試 類似）

1. 水素 2. 二酸化炭素 3. 窒素 4. 酸素

問14 試験管に集めたある気体の性質を調べるため、試験管の中に特定の液体を入れてふたをし、よく振ったところ、液体が白く濁りました。このと
き調べた気体と、使用した液体の名称の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2026年 広島県公立入試 類似）

1. 気体：水素、液体：石灰水 2. 気体：二酸化炭素、液体：石灰水 3. 気体：酸素、液体：石灰水 4. 気体：二酸化炭素、液体：精製水


